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タ
を
始
め
と
す
る
Ｉ
Ｔ
は
、
人
間
の
判

断
を
Ｉ
Ｔ
が
助
け
る
こ
と
で
工
場
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
を
向
上
さ
せ
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4.0
（
ス
マ
ー
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
は
、

工
場
の
生
産
シ
ス
テ
ム
が
自
ら
考
え
て

自
律
的
に
最
適
化
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
間
の
判
断
を
超

え
て
シ
ス
テ
ム
が
最
適
解
を
導
き
出

し
、
速
や
か
に
生
産
工
程
の
改
善
を
行

う
賢
い
工
場
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
産
業
革
命
が
、
人
間
を

機
械
が
助
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
し
遂

げ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4.0
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
知
的
能

力
を
活
用
し
て
人
間
の
判
断
能
力
を
超

え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
人
類
史
上
初

の
産
業
革
命
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

第
一
次
産
業
革
命
と
第
二
次
産
業
革

命
は
、
人
力
を
超
え
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
第
三
次
産
業
革
命
は
、
人
智
を
支

援
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
第

四
次
産
業
革
命
（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4.0
）
は
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
、
人
智
を
超
え
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
産
業
革
命
な
の
で
す
（
図
1
）。

ら
20
世
紀
初
頭
に
電
力
に
よ
る

大
量
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た

・
第
三
次
産
業
革
命
：
20
世
紀
後
半

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が

進
ん
だ

・
第
四
次
産
業
革
命
：
す
な
わ
ち
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
は
、
そ
の

後
に
到
来
す
る
「
ス
マ
ー
ト
・
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
」
つ
ま
り
、
自
ら
考

え
る
賢
い
工
場
の
時
代
を
示
す

　

蒸
気
機
関
や
電
力
は
、
人
力
を

機
械
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
工
場

の
生
産
量
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0

第
四
次
産
業
革
命
と
は

　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
」
の
構
想
は

２
０
１
１
年
に
ド
イ
ツ
政
府
が
産
官
学

共
同
で
立
ち
上
げ
た
ハ
イ
テ
ク
の
競
争

力
強
化
の
た
め
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ハ
イ
テ
ク
戦
略
２
０
２
０
」
の
中
で
、

中
核
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
登
場
し

ま
し
た
。
日
本
で
は
「
第
四
次
産
業
革

命
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
の
歴
史
で
言
え
ば
、

・
第
一
次
産
業
革
命
：
18
世
紀
後
半
に

蒸
気
機
関
に
よ
っ
て
工
場
の
機
械
化

が
進
ん
だ

・
第
二
次
産
業
革
命
：
19
世
紀
後
半
か

谷萩ビジネスコンサルティング
代表

谷萩 祐之
URL   http://hiroy001.wix.com/-yahagi

E-mail   info@yahagibc.com

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
が

も
た
ら
す
社
会
経
済
変
革
に

中
小
企
業
も
乗
り
遅
れ
る
な

　インダストリー 4.0 の登場により、製造業を始めとして
流通など様々な業界に、今までにない新たな価値創造の
チャンスが広がりつつあります。本稿では、インダストリー
4.0 の登場の経緯、目指す姿、現在の動向、および、中小
企業への支援施策について紹介し、インダストリー 4.0 が
社会や経済にもたらす変革について解説します。

インダストリー 4.0 がもたらす社会経済変革に中小企業も乗り遅れるな

http://hiroy001.wix.com/-yahagi
mailto:info@yahagibc.com


9

特 集 企 画　

す
な
わ
ち
、
大
量
生
産
と
同
等
の
生
産

性
を
維
持
し
な
が
ら
、
同
時
に
個
々
の

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
を
実
現
す
る
生
産
方
式
で
す
。

　

従
来
の
工
場
で
は
マ
ス
と
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
両
立
は
困
難
で
し
た
。
一
般
に

工
場
の
生
産
性
を
上
げ
る
に
は
、
同
一

仕
様
の
製
品
を
大
量
生
産
す
る
必
要
が

あ
り
、
多
品
種
に
対
応
し
よ
う
と
す
る

と
生
産
ラ
イ
ン
の
頻
繁
な
変
更
な
ど
に

よ
っ
て
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
生
産
性
が

低
下
す
る
か
ら
で
す
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
に
お
い
て
、
こ

の
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
可

能
に
す
る
の
は
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
垂

直
統
合
、
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ま
た
が
る
水
平
統
合
、
そ
し
て
製
品
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｌ

Ｍ
）
と
の
連
携
で
す
。

　

例
え
ば
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
垂
直
統

合
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
生
産
計
画
に
基
づ
い
て
Ｍ
Ｅ
Ｓ
（
生

産
実
行
シ
ス
テ
ム
）
が
生
産
工
程
を
最

適
化
→
生
産
設
備
を
自
動
的
に
制
御
→

そ
の
結
果
を
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
に
設
置

し
た
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
収
集
→
上
位
に

位
置
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｓ
や
Ｅ
Ｒ
Ｐ
に
フ
ィ
ー

ト
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も
な
お
、

Ｅ
Ｕ
の
中
で
最
も
強
い
製
造
業
を
持
つ

国
で
す
。
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
い

て
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
※

で
世
界
的
に
高
い
シ

ェ
ア
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
Ｓ
Ａ
Ｐ
を
始
め
と
し

て
強
い
競
争
力
を
持
つ
企
業
が
集
積
し

て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
と

サ
イ
バ
ー
空
間
の
融
合
に
よ
っ
て
新
た

な
産
業
革
命
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
ド

イ
ツ
に
と
っ
て
製
造
業
と
Ｉ
Ｔ
産
業
の

強
み
を
活
か
し
、
世
界
経
済
の
中
で
の

競
争
優
位
を
確
保
す
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
の
構
想

が
ド
イ
ツ
か
ら
生
ま
れ
た
の
は
必
然
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
の

目
指
す
将
来
像
と
は

　

サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ
ス
テ

ム
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
賢
い
工
場

は
、
製
造
コ
ス
ト
の
低
減
と
共
に
「
マ

ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
現

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、

り
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
中
で
人
工
知
能

な
ど
の
Ｉ
Ｔ
が
情
報
分
析
し
て
判
断
を

行
い
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
に
指
示
を
出

し
て
設
備
の
動
作
や
生
産
工
程
を
変
更

す
る
、
と
い
う
２
つ
の
世
界
の
有
機
的

な
連
携
が
自
律
的
で
知
的
な
工
場
を
実

現
し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
は
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
な
ど
を

通
じ
て
物
作
り
の
技
術
を
極
め
て
き
た

長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

先
進
国
経
済
が
サ
ー
ビ
ス
化
へ
向
い
、

そ
の
産
業
構
造
が
第
三
次
産
業
へ
シ
フ

　

こ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
を
支
え
る

生
産
シ
ス
テ
ム
は
「
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ

ジ
カ
ル
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
は
Ｉ
ｏ

Ｔ
（Internet of T

hings

：
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
人
工
知
能
な
ど
の

Ｉ
Ｔ
の
世
界
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
は
文
字
通

り
物
理
的
に
実
体
の
あ
る
工
場
や
設
備

の
世
界
で
す
。

　

設
備
や
部
品
に
装
着
さ
れ
た
セ
ン
サ

ー
な
ど
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
が
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
の
情
報
を
サ
イ
バ
ー
空
間
に
送

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
は
、そ
の
後
に
到

来
す
る「
ス
マ
ー
ト・フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」つ

ま
り
、自
ら
考
え
る
賢
い
工
場
の
時
代

第
四
次
産
業
革
命

（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
）

力

人
力

人智 智

第
一
次
産
業
革
命

第
二
次
産
業
革
命

第
三
次
産
業
革
命

図1　4つの産業革命
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に
追
求
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
で
は
２
０
１
４
年
、
Ｇ
Ｅ
や
Ｉ

Ｂ
Ｍ
な
ど
民
間
企
業
５
社
が
中
心
と
な

り
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）」

を
設
立
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
が
主
導

す
る
組
織
で
す
が
、
米
国
政
府
も
研
究

開
発
や
実
証
実
験
の
実
施
な
ど
を
通
じ

て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｃ
は
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
公

共
イ
ン
フ
ラ
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
多
様
な
産
業
を
対
象
と
し
て

い
る
点
で
、
ド
イ
ツ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

や
や
違
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自

動
車
や
航
空
機
の
よ
う
な
製
造
業
だ
け

で
な
く
、
医
薬
品
や
石
油
産
業
の
よ
う

な
業
界
も
米
国
の
強
み
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
自
国
の
強
み
を
活
用
し
て

第
四
次
産
業
革
命
に
お
け
る
競
争
優
位

を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
と
米
国
の
戦
略
は

同
じ
で
す
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｃ
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
は

２
０
１
６
年
３
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準

技
術
を
体
系
化
し
た
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
モ

デ
ル
の
整
合
を
取
る
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
者
を
包
含
す

っ
て
自
動
的
に
金
融
取
引
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ

ン
タ
ス
ト
リ
ー
4.0
の
潮
流
の
中
で
流
通

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
広
範
な
分
野

で
自
律
的
に
最
適
化
す
る
こ
と
の
で
き

る
賢
い
サ
ー
ビ
ス
が
続
々
と
誕
生
し
て

く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
に

取
り
組
む
世
界
の
動
向

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
を
最
初
に
提
唱

し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
の
実
用
化
に
向

け
て
シ
ー
メ
ン
ス
や
ボ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

大
規
模
製
造
業
を
中
心
に
実
証
実
験
や

実
用
化
が
進
む
と
と
も
に
、
標
準
化
の

動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
製
造
業
は
中
小
企
業
の
比

率
が
比
較
的
高
く
、
輸
出
比
率
も
高
い

た
め
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
の
普
及
に

は
、
国
内
外
の
多
く
の
企
業
が
連
携
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

シ
ス
テ
ム
や
装
置
を
接
続
す
る
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
の
標
準
化
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ド
イ
ツ
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

Ｅ
Ｕ
域
内
、
あ
る
い
は
、
米
国
や
中
国

も
含
め
た
国
際
的
な
標
準
化
を
積
極
的

と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
設
計
か
ら
生
産
、
販
売
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
の
製
品
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
管
理
す
る
Ｐ
Ｌ
Ｍ

と
生
産
シ
ス
テ
ム
が
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
設
計
変
更
を
生
産
工
程
に
即
座

に
反
映
さ
せ
た
り
、
逆
に
、
生
産
で
の

問
題
を
設
計
部
門
と
共
有
し
て
設
計
変

更
を
促
し
た
り
す
る
こ
と
が
容
易
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｌ
Ｍ
が
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
連
携
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
小

売
の
販
売
情
報
を
基
に
、
生
産
だ
け
で

な
く
設
計
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
最

適
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
現
場
を
中
心
と

し
て
、
設
計
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
産

以
外
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
連
携
し
、
さ

ら
に
、
流
通
や
素
材
産
業
な
ど
の
製
造

業
以
外
の
業
界
と
も
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
、
経
済
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
す
る
、
そ
れ
が
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
の
目
指
す
姿
で
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
は
「
自
ら
考
え
る
賢

い
工
場
」
だ
け
で
な
く
、「
自
ら
考
え

る
賢
い
サ
ー
ビ
ス
」
も
出
現
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
現
在
で
も
人
工
知
能
を
使

ド
バ
ッ
ク
す
る
、
と
い
う
流
れ
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
上
位
層
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ

か
ら
Ｍ
Ｅ
Ｓ
、
制
御
、
そ
し
て
最
下
層

の
機
器
監
視
ま
で
が
垂
直
に
統
合
さ
れ

る
こ
と
で
、
人
間
の
判
断
を
極
力
介
さ

ず
に
、
生
産
ラ
イ
ン
の
変
更
や
最
適
化

を
短
時
間
に
低
コ
ス
ト
で
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
材
料
や
部
品
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
か
ら
メ
ー
カ
ー
、
物
流
、
小
売
、

消
費
者
に
至
る
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
デ
ジ
タ
ル
に
水
平
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
消
費
者
の
注
文
や
消
費
動

向
の
変
化
、
あ
る
い
は
、
小
売
で
の
販

売
デ
ー
タ
の
動
向
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

メ
ー
カ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
メ
ー
カ
ー
や
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
市
場
動
向
に
合
わ
せ

た
生
産
計
画
の
変
更
が
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
顧
客
か
ら
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
要
請
に
短
時
間
で
対
応
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
過
剰
在
庫

や
機
会
損
失
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

て
、
流
通
、
小
売
を
含
め
た
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
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な
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
日
本
の
経
済
産
業
省
は

２
０
１
６
年
、
中
小
企
業
支
援
と
し
て

全
国
５
カ
所
に
「
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く

り
応
援
隊
」
を
作
り
ま
し
た
。
拠
点
の

数
は
、
２
０
１
７
年
度
に
は
21
カ
所
に

拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。「
ス
マ
ー
ト

も
の
づ
く
り
応
援
隊
」
は
、
中
小
企
業

に
専
門
家
を
派
遣
し
、
そ
の
企
業
の
課

題
に
応
じ
た
改
善
策
や
技
術
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
も
の
で
、
現
場
の
カ
イ
ゼ
ン

活
動
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
導

入
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
国
主
導
で
先
進
事
例

集
や
低
コ
ス
ト
の
ツ
ー
ル
の
提
供
、
実

証
実
験
の
支
援
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
投
資
へ
の
資

金
援
助
な
ど
多
様
な
支
援
施
策
が
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
２
０
２
５
年
ま
で
に
米
国
、
中
国

に
勝
つ
」
と
い
う
の
が
、
当
初
ド
イ
ツ

が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
で
掲
げ
た
目
標

で
し
た
が
、
２
０
２
５
年
ま
で
待
つ
ま

で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
活
用
し

て
、
ま
ず
は
「
何
を
な
す
べ
き
か
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
立
場
で

考
え
始
め
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
な

い
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
と

中
小
企
業
支
援
の
あ
り
方

　

２
０
１
７
年
４
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催

さ
れ
た
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
２
０
１
７

の
日
独
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
の
中
小
企
業
に
お
け
る

先
進
事
例
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
中
小
企
業
に
よ
る
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
へ
の
取
り
組
み
も
増
え

て
き
て
い
る
も
の
の
、
大
企
業
に
比
べ

て
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
い
う
指
摘
が
共

感
を
集
め
ま
し
た
。
日
・
独
と
も
に
、

製
造
業
に
お
け
る
中
小
企
業
比
率
が
高

い
だ
け
に
、
両
国
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4.0
が
特
定
企
業
の
枠
を
超
え
て
国
民
経

済
の
レ
ベ
ル
で
成
功
す
る
か
否
か
は
、

中
小
企
業
ま
で
浸
透
す
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
で
は
、
中
小
企

業
か
ら
の
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受

け
付
け
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
コ
ン

ピ
テ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
国
内
各
地
に

設
置
し
、
賢
い
工
場
の
課
題
と
メ
リ
ッ

ト
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
可
能

・
モ
ノ
と
モ
ノ
が
つ
な
が
る（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）

・
人
と
、
機
械
や
シ
ス
テ
ム
が
協
働
、

共
創
す
る

・
人
と
技
術
が
つ
な
が
り
、
人
の
知
恵

と
創
意
を
さ
ら
に
引
き
出
す

・
国
境
を
越
え
て
企
業
と
企
業
が
つ
な

が
る

・
世
代
を
超
え
て
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

技
能
や
知
恵
を
承
継
す
る

・
生
産
者
と
消
費
者
が
つ
な
が
り
、
も

の
づ
く
り
だ
け
で
な
く
社
会
課
題
の

解
決
を
図
る

　

や
や
抽
象
的
で
総
花
的
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0

や
米
国
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
動

向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
の
強
み
で

あ
る
技
術
力
や
現
場
力
を
活
か
す
こ
と

に
主
眼
を
置
い
た
国
家
戦
略
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
た
だ
、
日
本
の
現
場
力
の

強
さ
は
人
に
依
存
し
て
い
た
部
分
が
大

き
か
っ
た
だ
け
に
、
人
と
Ｉ
Ｔ
を
始
め

と
す
る
技
術
と
が
、
い
か
に
協
力
し
て

現
場
の
競
争
力
を
維
持
、
強
化
し
て
い

く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
課
題
と

な
り
ま
す
。

る
広
範
な
国
際
標
準
化
へ
の
道
が
開
か

れ
、
今
後
、
両
者
の
モ
デ
ル
間
の
連
携

が
容
易
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
利
害
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
は
協

力
し
、
差
異
化
を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
で

は
競
争
す
る
と
い
う
、
米
・
独
両
国
の

合
理
的
な
戦
略
を
伺
い
知
る
こ
と
の
で

き
る
出
来
事
で
す
。

　

一
方
、
日
本
政
府
は
２
０
１
７
年
３

月
、
ド
イ
ツ
と
の
間
で
第
四
次
産
業
革

命
に
関
す
る
日
独
協
力
の
枠
組
み
を
定

め
た
共
同
声
明
で
あ
る
「
ハ
ノ
ー
バ
ー

宣
言
」
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
共
同

声
明
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
4.0
に
関
し
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
国
際
標
準
化
、
研
究
開
発
、
中

小
企
業
支
援
な
ど
で
日
独
が
協
力
す
る

こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
経
済
産
業
省
は
「
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」

と
呼
ば
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
発
表
し
ま

し
た
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
ズ
と
は
「
様
々
な
つ
な
が
り
に
よ

り
新
た
な
付
加
価
値
が
創
出
さ
れ
る
産

業
社
会
」
で
あ
り
、
例
え
ば
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
通
じ
て
付
加
価
値
を
創
造

す
る
社
会
で
す
。
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